
南海トラフ地震は、今後30年以内に発生する確率が80％、首都直下地震は、今後30年以内に発生する
確率が70％と高い数字で予想されています。また昨今、気候変動等による自然災害の激甚化・頻発化は
非常に大きな被害を各地に与えています。

大規模災害に備え、松戸市は小中学校に分散備蓄倉庫を設置して防災備蓄品の整備を行っていますが、
それらを踏まえた上で小金中町町会としての防災備蓄品の整備を進めています。

特に、在宅避難を想定した防災体制の構築を考えており、食料、飲料水などについては各ご家庭での備
蓄をお願いし、町会はそれ以外の救急用品、災害支援品の整備に力を入れ、松戸市、町会、各ご家庭とが
連携した包括的な防災体制をつくっていきたいと考えています。

備えあれば、憂いなし！

大規模自然災害の発生に備えて

お知らせ①

「緊急トイレ 10回分 凝固剤のみ」を町会会員の方々に配布します。

お知らせ②

小金中町町会専用の防災倉庫が設置されました。（2025.09.11）

大規模自然災害が発生した際に問題になるのが、トイレの
問題です。排泄は人間にとって非常に重要な営みであり、
その営みが日常的にできなくなった場合、体調不良を引き
起こす恐れもあります。

建物倒壊がなく、在宅避難が可能な状況にあっても電気、
水道が止まった状態では、トイレの使用はできません。
今回皆様に配布する「緊急トイレ・凝固剤のみ」は、そのよ
うな状況下で使用する防災備品です。

これを機会に、再度、在宅避難になった場合の防災備品について再点検し、
見直して頂ければと思います。

約１年間にわたり、町会理事会で議論してきました防災倉庫の設置が完
了しました。関係者の皆様のご尽力に感謝申し上げます。

特に、無償で防災倉庫の設置場所をご提供頂きました東漸寺様、防災倉
庫設置場所の整地化工事にご協力頂きました築田井戸工事（株）の皆様
には、深く御礼を申し上げます。

この防災倉庫には、一般のご家庭ではあまり所有されていない防災備品
の装備を考えています。たとえば、折り畳み式リヤカーや発電機、災害救
助用毛布担架、ブルーシート、トリガーハンマーなどで、今年から来年に
かけて順次、完備していく予定です。

＊東漸寺幼稚園の西側に設置



缶詰など調理せずに食べられるもの、飲料水非常食

現金（特に小銭）、預金通帳、印鑑、身分を証明できるもの、各種権利証書など貴重品

予備の電池も準備 （代替品/スマートフォン・ソーラーバッテリー等）懐中電灯・携帯ラジオ

バンソウコウ、鎮痛剤、胃腸薬、三角巾など応急医薬品

防災頭巾、ヘルメット、軍手、下着の着替え、防寒用上着、履きなれた靴保護用具、衣類

マスク、消毒液、体温計など感染症対策物品

タオル、ウエットティッシュ、雨具、ライター、などその他

レトルト食品、インスタント食品などの保存食食品

一人1日3リットル×三日分×家族分、運搬できるポリタンクや給水袋も飲料水

調理や湯沸しができる卓上コンロや固形燃料など/ソーラーバッテリー等燃料・電池など

下着、防寒着、着替えなど衣類

リュックサック、台車など。特に集合住宅の高層階に住む人は必須水・荷物などを運搬する物

簡易トイレ、女性用生理用品など衛生用品

粉ミルク、紙おむつ、哺乳瓶、離乳食など赤ちゃんがいる人

予備のメガネ・入れ歯、補聴器、ホイッスルなど高齢者

常備薬※処方箋（お薬カード）持病をお持ちの人

大規模自然災害の発生に備え

ご家庭で準備して頂きたいこと
①ご自宅内の“危険”を排除しよう！
在宅中に大規模自然災害が発生した場合、建物倒壊しなくても命を落とすケースや大けがを負うケー
スがあります。これらは事前準備をしていれば、防げたことです。

【地震に対して安全な家作り】

①家具の転倒防止対策：家具は固定器具を利用して転倒対策を行いましょう。

②戸棚の転倒・落下物対策：吊り戸棚やキャビネットの扉は、地震の揺れで開い
て中の物が落下してくる恐れがあります。

✓タンスや棚はL字型の金具や家具転倒防止伸縮棒・ベルトなどで固定する
✓扉は簡単に開かないよう、留め金や扉ストッパーなどを取り付けておく
✓家電は耐震シート（マット）などで本体と台を固定する

③ガラスの飛散防止対策：地震の揺れによりガラスサッシが歪み、窓ガラスが
割れることも考えられます。飛散防止フィルムを貼ると、ひびが入ってもガラスが飛び散りません。
電球や蛍光灯は、ガラスの破片が飛び散りにくい加工がされているものに取り替えると安心です。

＊出典：ウチコト（東京ガス 暮らし情報メディア） https://uchi.tokyo-gas.co.jp/topics/4463

②非常持出品を準備しよう！ ＊出典：松戸市ホームページ

〇第１次持出品リスト ⇒大地震が発生して避難するときに、最初に必ず持ち出すべき物

〇第２次持出品リスト ⇒災害復旧が始まるまで、最低3日間生活できる準備 （家屋などの安全が確認後）

〇その他

https://kogane-nakachou.com


